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はじめに 

 近年、少子化・人口減少等が進む中で、平成27年１月27日に文部科学省から「公立小学

校・中学校の適正規模・適性配置等に関する手引き～少子化に対応した活力ある学校づくり 

に向けて～」が示されました。学校統合による適正化とともに、小規模校を存続させる場合 

に、教育の機会均等化とその水準の維持向上という義務教育制度の本旨に鑑み、小規模校の 

デメリットを最小化し、メリットを最大化する方策の重要性が指摘されています。 

 特に、複式学級の場合には直接指導と間接指導を組み合わせて、複数学年を教員が行き来 

しながら指導する必要がある場合が多く、さまざまな課題が生じ得るといわれています。 

 また、本県では、30％近い小学校が複式学級を有しており、小規模・複式指導の充実を図 

ることは、「知・徳・体」を総合的に兼ね備えた、社会に適応する能力を育てる「人間形成」

のために、欠くことのできない視点となっています。 

 今年度は、子供の学習スタイルの多様性や教育的ニーズと教科等の学習内容、単元の構成 

や学習の場面等に応じて、ふさわしい方法を柔軟に選択できることを目指し、複式指導等改 

善講座等の指導主事による提案授業、第31回東北地区へき地教育研究大会岩手（久慈）大会 

の公開授業などの６つの実践事例と、県内の先生方からお寄せいただいたご質問等を１０の 

Ｑ＆Ａに整理し、複式指導資料を５年ぶりに発刊することといたしました。 

 この指導資料が、複式学級を担当される先生方にとって、より適切で的確な各教科等の指 

導の展開を支援するハンドブックとして活用されることを期待しております。 

 

                        岩手県教育委員会事務局学校教育室 



平成27年10月1日(木) 久慈市立小袖小学校 

 共通導入・共通終末を意図的に取り入れた事例です。問題の正答を早めに確定させ、どのような処理

法を用いたのかを話し合うことで、【まとめ】までをスピーディーに展開します。終末では、それぞれ

の学年の学習を共に振り返り、板書の比較や感想の交流から、学習内容の理解を深めるようにします。 

【学習の振り返り】 

・もとにする数（0.1や0.01）を考えて、小数 
 を整数と見て計算している。（両学年） 
 

・「もとにする」という考えは、これからの勉 
 強でも使えるかもしれない。（両学年） 

【学習の振り返り】 

・たし算と同じように、0.1をもとにしたら、 
 計算できることが分かった。（３年） 

・たし算と同じように、0.01をもとにしたら、 
 計算できることが分かった。（４年） 

・共通点から学習課 
 題を設定する。 

・問題の数値は変え 
 ず、場面を３年生 
 にそろえて改題。 

・もう１問取り組み 
 一般化を図る。 

・学習課題に立ち返 
 り、ノートに記述 
 させる。 

・計算ドリルの時間 
 をたっぷりとる。 

・両学年の学習を板 
 書でも振り返る。 

・第３学年：はしたの大きさの表し方を考えよう（東京書籍「新しい算数3下」P.11） 

・第４学年：小数のしくみを考えよう（東京書籍「新しい算数4下」P.42～43） 

・答えを早めに確定 
 させる。 

・３年生との相違点 
 をもとに自力解決 
 を進める。 

・ここまで約15分。 

・間接指導なので， 
 焦点を絞った交流 
 にする。 

・もう１問取り組み 
 一般化を図る。 

・ここまで約30分。 

＜写真＞ 
 問題について、自 
 分たちの考えをま 
 とめる。 
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＜先生方の声から＞ 

・今年度初めて複式学級の担任となりましたが、単式のようにやっていて、例えば、算数では練り合い 

 の場面で時間が足りず、「ずらし」を使っていました。どうも自分の中でスッキリしないものがあり 

 ます。もっと子供たちを活躍させながら、それを見る場面を考えていきたいのですが…。 

 全国的には「ずらし」の授業が一般的といわれていますし、県内ではいわゆる「共通導入」の授業も多

く行われています。どちらにもメリットとデメリットがあるので、まずは、教材の本質をしっかりおさえ、

本時のねらいを明確にすることが大切です。 

 その上で、それぞれを指導方法の選択肢の一つとして、「授業者が直接指導したほうがよい学習活動は

何か？」、「両学年で共通に扱う内容や方法はあるか？」などに配慮し、どちらが有効かケース･バイ･

ケースで考えてみてはいかがでしょうか。 
 
＜「ずらし」のある展開例＞            ＜「ずらし」のない展開例＞ 

＜先生方の声から＞ 

・学年間を行き来しようとしても、すんなりといかないし、そのための段取りに時間がかかってしまい 

 ます。もっと細かく配分して何度も「わたり」をしてもよいのでしょうか？ 

 「ずらし」や共通導入･共通終末等の有無によっても異なりますが、複式学級の指導は適切な「わたり」

があってこそ成立するものです。したがって、単なる回数の問題としてではなく、その結果として、間接

指導の学年の子供が安心して主体的に学習できているかという視点で捉えることが大切です。 

 「わたり」が少なすぎて、学習活動がストップしたり、子供たちが指示待ちになったりするようでは困

りますし、だからといって、学習活動を細切れにして「わたり」を増やすという指導も避けたいところで

す。単式学級の机間指導で声がけするのと同様に、見通しをもって主体的に取り組む子供の学習状況を見

取り、安心して活動に取り組めるよう、適切に声がけする「わたり」なら、むしろ多くてよいという意見

もあります。 
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・小袖小学校の実践では、両学年の理由を説明する活動を直接指導できるように、本時では  

 効果的に「ずらし」を取り入れています。 

・「わたり」は最小限で、板書やカードを工夫し、間接指導でも、子供たちが主体的に学習 

 に取り組めるようにしています。 

・終末の学習過程を振り返ったり学習内容を価値付けたりする活動等に時間をかけています。 

 



平成27年6月11日(木) 山田町立轟木小学校 

 本時の目標の達成状況（評価規準）を見取る場面で、直接指導の時間を確保するために、学習過程に

「ずらし」を取り入れたり、リーダーカードを活用したりしています。両学年ともに互いの考えを交流

する場面には授業者が支援に入り、共通点や相違点を明確にしたり、整理したりしています。 

・個々の気付きを学 
 級全体で共有し、 
 学びへの興味・関 
 心を高める。 

・個々の主体的な活 
 動の場を設定する｡ 

・観察の目的や手順 
 について、紙板書 
 や演示等で、１つ 
 １つ確認する。 

・自分の考え 
 →友達の考え 
 →共通点・相違点 
 →まとめ の流れ 
 を支援する。 

・机間巡視で評価し 
 つつ、個に応じた 
 指導･支援をする。 

・第３学年：どれくらい育ったかな（東京書籍「新しい理科3」P.34～36） 

・第４学年：天気と気温（東京書籍「新しい理科4」P.30～33） 

・自分の考え 
 →友達の考え 
 →共通点・相違点 
 →まとめ の流れ 
 を支援する。 

・｢ずらし｣で、前時 
 までに問題をつか 
 み、予想、計画、 
 観察を行った。 

・教科書巻末の資料 
 を活用し、自学に 
 つなげる。 

・学びを活用する問 
 題で、言語活動の 
 充実を図る。 

【学習の振り返り】 

・植物のからだには、「葉」と「くき」と「根」 
 のぶぶんがあり、「根」は広がっていることが 
 分かりました。 

【学習の振り返り】 

・気温の変わり方で、その日の天気を、だいたい 
 予測できることが分かりました。 
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＜先生方の声から＞ 

・私は、間接指導後の直接指導で、子供の様子をつかみきれず、上手くいかないことが多いのですが、 

 どのような工夫の仕方があるのでしょうか？ 

 複式学級の指導では、間接指導の充実が求められます。その際、後で子供の様子がつかみやすいように、

選択式・短答式・記述式などを組み合わせて、間接指導の子供の活動を可視化する工夫を取り入れた実践

も見られます。さらに、算数では、教科書を積極的に活用した取組も進められています。 

 また、直接指導をどう工夫するかもポイントの１つです。本時の重点として必ず直接指導しなければな

らないことは何か、それを子供の学習過程のどこに位置付けるか、そして、いかに子供の学習状況を適切

に見取って評価するかなどが考えられます。合わせて、いかに子供の目的意識を高め、主体的・協働的な

活動にするかという視点も大切にしたいところです。 

＜先生方の声から＞ 

・間接指導の活動等がどうしてもうまく進みません。リーダー学習やガイド学習などの効果的なやり方 

 は？  どうやって子供を鍛えたらよいのか？…など、知りたいことがたくさんあります。  

 リーダー学習やガイド学習は、どちらも主体的・協働的な学習のための一般的な手法ではありますが、

「子供がまだ育っていないので…。」、「毎時間ガイドを準備するのは負担が大きい…。」という声も聞

かれます。もちろん、１つの指導パターンで毎日の授業づくりを考えるのは無理がありますから、子供の

実態と教材、本時のねらいなどにより適切に使い分けることが大切です。 

 また、教科書を開いて活用させることで、教科書自体を「学びのガイド」のように用いた実践も行われ

ています。 

＜先生方の声から＞ 

・複式学級では、個の状態が見えやすく、つい個別指導ばかりをしてしまい、子供が受け身になったと 

 感じています。主体的に取り組む子供を育てたいのですが…。 

 多くの先生方が日頃から実感されているように、「少人数だから、全員の子供の学習状況を把握しやす

い」ことは確かに長所ですが、一人の子供だけ直接指導すれば、その他の子供たちが間接指導になってし

まう短所もあります。また、授業者が個別指導に頼りすぎると、子供の学習が受け身になってしまう場合

があることも、以前から指摘されています。 

 そこで、例えば、正答できた子供とつまずいた子供が混在したときこそ、間接指導で学び合うチャンス

と捉えて、子供の学習状況を把握した上で、協働的に取り組ませてみるなど、敢えて個別指導の場面を減

らしてみることも、指導の手立ての選択肢としてもっておきたいところです。 
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・轟木小学校の実践は、リーダーカードが工夫され、記録カードやグラフ、ノートの記述等  

 で、間接指導の学習を可視化し、直接指導で評価できるようにした提案授業です。 

・少人数のメリットを活かし、例えば、３年生の観察では一人ずつ異なる植物を観察させる 

 など、子供が主体的に学習できるように工夫しています。 



平成27年11月24日(火) 洋野町立角浜小学校 

【学習の振り返り】 

・起こる時間を考えて、助けてくれる人や道具 
 を考えることができた。次の時間は、つなぎ 
 言葉を使ってお話を書きたい。 

 重点的な指導事項となる場面（１年生は、主人公の行動に着目してその行動の順序を考える構成の場

面、２年生は、物語の展開上、時間的な順序や事柄の順序などの妥当性を検討する構成メモの交流の場

面）において、直接指導を位置付けています。１年生は構成をもとに記述する場面、２年生は構成を考

える場面において、学習経験を踏まえて自分の力で学習を主体的に進め、思考を深めるようにします。 

【学習の振り返り】 

・主人公の行動を２つ考えて、その順序を決め 
 ることができた。早くお話の後半を書き上げ 
 て完成させたい。 

・間接指導の際に、  
 黒板を見ながら書 
 くことができるよ 
 うに、児童の考え 
 を板書に残す。 

・異学年で交流し、 
 共通終末に。 

＜発表を聞く視点＞ 
・①②③の話の筋が  
 通っているか。 

＜発表を聞く視点＞ 
・いいところの観点 
 を示し、観点にそ 
 って伝える。 

＜発表を聞く視点＞ 
・自分だったら、と 
 いう考えでアドバ 
 イスできるとよい 
 ことを伝える。 

＜発表を聞く視点＞ 
・困っていたら一緒 
 にお話を考える。 

＜発表を聞く視点＞ 
・面白いところを伝 
 える。 

・色違いの付箋で、 
 展開の順序を意識 
 できるようにする｡ 

・登場人物の設定を 
 踏まえた物語の展 
 開を構成していく 
 意識付けをする。 

・第１学年：自分だけの昔話を作ろう 

      「おはなしをつくろう」（光村図書「新しい国語1下」P.11） 

・第２学年：自分だけの冒険のお話を作ろう 

      「お話の作者になろう」（光村図書「新しい国語2下」P.42～43） 
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しゅじんこうが大きくなってどんな
ことをするのかをかんがえ，おはな
しをかこう。 

メモをつかって，事件が解決できる
ようなお話の組み立てを考えよう。 

・同じ目的で学習し 
 ていることを確認 
 するため共通導入 
 を行う。 

， 

， 



＜先生方の声から＞ 

・国語の授業で、子供たちに言語活動を導入する際に、必ずモデルを提示するようにしています。提示 

 するモデルをいろいろ工夫してみたいのですが…。 

 位置付ける言語活動の特徴や、指導事項がらせん的な扱いか反復的な扱いか等に応じて、子供が学習の

目的意識をもてるように、例えば、いつも完全なモデルを提示するのではなく、時にはゼロモデルで既習

事項を活用させたり敢えて不完全なモデルを提示したりすることも考えられます。 

 その後の言語活動がマニュアル化してしまわないよう、自己選択や自己決定の場を位置付けたり協働的

な活動や見直し・振り返りの活動を取り入れたりして、主体的な学習を保障することが大切です。 
 
＜国語科（１，２年）【Ｂ 書くこと】の単元計画の例＞ 
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・角浜小学校の実践では、言語活動の特徴を踏まえて、自己選択や自己決定の場を位置付け、 

 協働的に見直したり振り返ったりする活動を取り入れています。 

・課題解決の場面で、両学年の子供たちの活動を見取ることができるように、自由度のある

「わたり」を位置付けています。 



・第５学年：小数のわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数５上」P.48～63） 

・第６学年：分数のわり算を考えよう（東京書籍「新しい算数６」P.58～72） 

平成27年6月18日(木) 葛巻町立江刈小学校 

 類似単元指導で、共通導入・共通終末を取り入れた事例です。葛巻型「教科書を開いて考えさせる授

業」により、テンポよく展開します。特に、６年生の自力解決とまとめをつなぐ指導を重視し、単なる

計算ドリルではない数学的な考え方の【評価問題】として、説明する活動などに取り組ませます。 

・教科書の空らんに  
 直接書き込ませる｡ 

・教科書の計算問題 
 を、考え方の評価 
 問題にする発問。 

・みほさんやひろき 
 さんを参考に自力 
 解決させる。 

・わり算の性質を使 
 っていることに気 
 付かせる。 

・教科書の計算問題 
 を、考え方の評価 
 問題にする発問。 

・□○△の印をかき 
 込ませて、まとめ 
 につなげる。 

【学習の振り返り】 

・分数÷分数でも、
わる数を整数にすれ
ば簡単にできて、逆
数を使えることもわ
かった。 
 

・わり算の性質を使
うと計算できること
がわかったし、逆数
でやるとすぐ計算で
きた。 

・わり算の性質を使 
 っていることに気 
 付かせる。 

・しんじさんやみほ 
 さんを参考に自力 
 解決させる。 

・約30分でまとめる｡ 

【学習の振り返り】 

・小数のわり算を、
0.1が何こ分とか、
わり算の性質とかで
やることがわかりま
した。 
 

・どちらもわる数を
整数の計算にしてや
ることができた。 
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＜先生方の声から＞ 

・複式学級でも、子供の問題解決力を高めるために、学習課題や見通し、自力解決、グループ（学年） 

 交流などを大切にしています。教科書を開かせると、子供が考えなくなると思うのですが…？ 

・葛巻型「教科書を開いて考えさせる授業」のような、算数の教科書を活用する授業づくりでは、自力 

 解決をどう捉えればよいのですか？ 

 いわゆる問題解決の授業では、教科書を閉じさせることが多いですが、葛巻型 

「教科書を開いて考えさせる授業」のように、算数の教科書を活用する実践も行 

われるようになっています。 

 授業者は、指導方法の選択肢を豊かにもち、習得・活用・探究という学習プロ 

セスの中で、それぞれの指導方法のメリットとデメリットを踏まえて、教材や本 

時のねらい、子供の実態等に応じて選択できるようにしておくことが大切です。 

 また、「複式学級で自力解決は何分かければよいのか？」、「自力解決をどう捉 

えればよいのか？」という質問も耳にします。直接指導が限られる複式学級だか 

らこそ、形式ではなく、授業を「Before－After」で捉え、例えば、Afterをみる 

評価場面とBeforeをみる自力解決と捉えるなどして、指導と評価の一体化を図り、 

学習活動が指導目標の達成にどう機能したかを重視したいところです。 

＜先生方の声から＞ 

・児童の考えを多く取り入れ、たくさん表現させたいのですが、定着問題の時間が少なくなってしまい 

 ます。少人数でも、学力差が大きいと、テンポよく展開できないと思うのですが…。 

 複式学級の指導では、学力差が授業展開へ影響しやすい面があり、大きな課題となっているようです。 

 授業づくりを、ユニバーサル・デザインで考える実践が進められているように、子供たちにはさまざま

な個人差があって当然というスタンスで捉えてみることが大切です。  

 例えば、前半の自力解決等をシンプルに扱い、習熟や評価等の時間を十分にとることが考えられます。

学力差が大きいときこそ、テンポのよい展開が有効かもしれません。上位の子供には、活用や探究課題に

取り組ませてもよいでしょう。また、 

教科書を開いて、子供なりに見通しを 

もって安心して学習できるようにした 

り、教材・教具等を工夫して体験的に 

学習する活動を取り入れ、子供が実感 

を伴って理解できるようにしたり、協 

働的に学習できるようにしたりするこ 

とも考えられます。 
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・江刈小学校の実践では、教科書に書き込む自力解決から、約30分でまとめ、習熟問題等で 

 学力差に対応しながら「Before－After」で指導と評価の一体化を図っています。 

・児童の振り返りの記述から、共通導入・共通終末により、両学年共に「わり算の性質」を 

 意識して理解できていることが読み取れます。 

＜参考＞ http://www.town.kuzumaki.iwate.jp/images/library/File/shigoto/kyouiku/gakkou-kyouiku/h27-fukusikisidou-leaflet.pdf 



・第５学年：面積の求め方を考えよう（東京書籍「新しい算数5下」P.35～37） 

・第６学年：順序よく整理して調べよう（東京書籍「新しい算数6」P.159～161） 

平成27年11月26日(木) 奥州市立大田代小学校 

 教科書を開いて活用させることにより、テンポよく展開します。考えがいのある課題で、等積変形の

考えで学習を振り返って、平行四辺形の面積公式の意味理解を深めたり、高等学校で学習する順列・組

合せを意識して探究的に取り組んだりできるようにします。 

【学習の振り返り】 

・組合せは、並べ方と同じように求めてたけど、  
 樹形図を使って調べることができました。 

【学習の振り返り】 

・平行四辺形は高さと底辺を変えなければ、いく 
 ら傾けても面積は同じことが分かりました。 

・吹き出しをもとに 
 して、教科書の空 
 らんに直接書き込 
 ませる｡ 

・教科書の空らんに  
 直接書き込ませる｡ 

・ここまで約15分｡ 

＜布石①＞ 
・後半の考えがいの 
 ある課題へ。 

・教科書の書き込み 
 やノートの記述で 
 みとる。 

・同構造同内容の類 
 題で、自力解決で 
 きるかをみる。 

・探究的に取り組ま 
 せる。 
（できなくてよい） 

・分かっている子供 
 がいれば、公式は 
 すぐ明らかにする｡ 

＜布石②＞ 
・後半の考えがいの 
 ある課題へ。 

＜布石③＞ 
・この発問で、学習 
 を振り返り、意味 
 理解を深める。 

・次時の内容を、発 
 展的に取り上げる｡ 

① 

② ③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ ⑩ 

・学習課題は、とり 
 あえず、教科書の 
 とおりに。 

・２つ以上の考えで 
 多様に調べさせる｡ 

・問題の場面ではな 
 く、数学的な構造 
 に着目させる｡ 
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＜先生方の声から＞ 

・いつもは、正面と横の黒板（移動黒板）を使って別々に展開しています。両学年が正面の黒板だと、 

 板書がおさまらなくなると思うのですが…？ 

・個々の学習を重視し、子供の机を離すようにしていましたが、「話し合い等がしやすいように、机を 

 もう少し近づけたらどうか？」という意見もあり、座席の配置はどう考えたらよいのでしょうか？ 

 正面の黒板と別に、横や後ろの黒板や移動黒板を用いた授業がよく行われています。学校や教室のつく

りによっても異なりますが、少人数のメリットを活かして子供の座席や並び方も様々に工夫されています。

その際のポイントは、それぞれの学習効果を十分に検証するということです。 

 両学年が正面黒板のみで学習するほうが、「共通のねらいやまとめが理解しやすい。」、「学級として

の一体感ができてよい。」という意見もあります。この場合、教科書の活用やノート指導と合わせて、板

書をより精選する工夫が求められます。また、学級経営の面や個別の学習活動の面などの理由から、子供

の座席を離す場合も考えられますが、この場合は、子供どうしのかかわりを活かした間接指導の工夫など

が求められます。 
 
＜２黒板・座席が近い例＞     ＜１黒板・座席を離した例＞    ＜１黒板・座席が近い例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数（５年：面積の求め方を考えよう，６年：順序よく整理して調べよう）の板書例（正面黒板）＞ 
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・大田代小学校の実践は、１黒板・座席が近い形で、教科書を活用し、上の板書例のように 

 精選した提案授業です。しかも、子供のノートは問題数も豊富で、充実していました。 

・６年生が数値をアレンジした評価場面で多様に考えたり、５年生が高さの意味や等積変形 

 の考えについて理解を深めたりできるように、学習活動を工夫しています。 



・第３学年：かけ算を考えよう（東京書籍「新しい算数3上」P.103～104） 

・第４学年：およその数の表し方を考えよう（東京書籍「新しい算数4上」P.118～120） 

平成27年9月18日(金) 雫石町立橋場小学校 

 教科書を開いて活用させることにより、テンポよく展開し、【評価問題】や考えがいのある課題など

に時間をたっぷりかけます。授業者は、わたりを効果的に位置付け、児童の理解度を見取りながら豊富

な問題数を扱い、学び合いを通して、説明する活動などに取り組めるようにします。 

【学習の振り返り】 

・今日は、どちらも同じ数かなという勉強をして 
 近い方を選ぶことが分かりました。 
 

・15000を20000にしたら、25000は同じように 
 30000とみることが分かりました。 

【学習の振り返り】 

・今日は分かったことは、位をわけて計算するこ 
 とが分かりました。 
 

・ひっ算のたすところと、せつめいするところが 
 むずかしかったです。 

・教科書の空らんに  
 直接書き込ませる｡ 

・教科書の空らんに  
 直接書き込ませる｡ 

・教科書の計算問題 
 を、考え方の評価 
 問題にする発問。 

・教科書のひっ算の 
 しかたに加筆し、   
 説明モデルにする｡ 

・導入問題のかける 
 数をアレンジして 
 次時へつなげる。 

・各自のノートの記 
 述でみとり、一斉 
 に読ませる。 

・教科書の問題を、  
 知識・理解の評価 
 問題にする発問。 

・H25全国学調Ａ２ 
  (県60.6％) 

・四捨五入の問題を 
 取り上げ、次時へ 
 つなげる。 

・求められる子供が 
 いれば、答えはす 
 ぐ明らかにする。 
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＜先生方の声から＞ 

・新しい単元の学習に入るときなど、一方の学年だけじっくり直接指導したいと思う場合があるのです  

 が、その際、もう一方の学年の指導はどうしたらよいでしょうか？ 

 すべての時間で、共通のねらいを設定して、類似単元指導のために内容を組み合わせようとしても無理

が生じることがあります。そういう意味では、異内容を組み合わせた学年別指導のほうが自然かもしれま

せん。その際も、複式学級の指導では、両学年の子供が主体的に学習できるように配慮し、それぞれの本

時の指導目標を達成できるようにすることが大切です。 

 また、１単位時間の授業レベルだけでなく、単元レベルで考えることもできます。教科の特質や学習内

容、児童の実状等に応じて、校内で適切にマネジメントすることが大切です。その際、単元末のテストな

どと組み合わせることも考えられます。 

 下の例のように、各学年の単元の学習計画を立てる時間（第３学年の第２時、第４学年の第４時）で直

接指導できるようにするために、単元計画に「ずらし」を位置付けることも考えられます。 
 
＜国語科（３，４年）【Ｃ 読むこと】の単元計画の例＞ 
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・橋場小学校の実践は、異内容の学年別指導で、子供が教科書を活用して自学自習に取り組  

 む様子を「わたり」により見取り、学習状況に応じて直接指導を位置付た提案授業です。 

・考えがいのある課題として、次時の内容や全国学調の問題を取り上げ、次時への意欲を高 

 めたり子供の理解が深まったりするように工夫しています。 



協力校（事例順） 

久慈市立小袖小学校（授業提供） 

山田町立轟木小学校（会場提供） 

洋野町立角浜小学校（授業提供） 

葛巻町立江刈小学校（授業提供） 

奥州市立大田代小学校（会場提供） 

雫石町立橋場小学校（会場提供） 

 

指導協力（事例順） 

久慈市教育委員会 指導主事 小森  篤 

宮古教育事務所 主任指導主事 佐々木哲也 

県北教育事務所（洋野町）指導主事 渡邉 康二 

盛岡教育事務所 主任指導主事 髙橋 長兵 

県南教育事務所（奥州市）指導主事 吉田 博昭 

盛岡教育事務所（雫石町）指導主事 西村 蘭子 
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